
第
38
回
熊
本
春
節
祝
賀
会
が

２
月
16
日
（
金
）
正
午
か
ら
、

熊
本
市
の
城
見
櫓
５
階
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
、
中
国
で
最
大
の

慶
事
で
あ
る
春
節
（
旧
正
月
）

を
異
国
の
地
で
迎
え
る
中
国
人

留
学
生
を
励
ま
そ
う
と
、
昭
和

56
年
に
第
１
回
を
開
催
。
そ
の

後
、
日
本
国
中
で
祝
賀
事
業
が

自
粛
さ
れ
た
平
成
元
年
を
除
き
、

毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
令
和
２
年
、
第
38

回
祝
賀
会
は
計
画
・
準
備
を
進

め
て
い
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
蔓
延
の
影
響
を
受
け
、

直
前
で
留
学
生
招
待
を
断
念
。

協
会
関
係
者
だ
け
の
春
節
懇
親

会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
、
改
め
て
第
38
回
と
し

て
開
催
さ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、

県
内
の
中
国
人
留
学
生
26
名
を

招
待
し
、
会
員
・
関
係
者
ら
総

勢
82
名
で
盛
大
に
春
節
を
祝
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

祝
賀
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

鄭
書
偉
（
テ
イ
シ
ョ
イ
）
さ
ん

に
よ
る
中
国
歌
謡
。
鄭
さ
ん
は

中
国
在
住
で
す
が
、
丁
度
こ
の

時
期
に
熊
本
に
滞
在
中
。
素
晴

ら
し
い
歌
声
で
祝
賀
ム
ー
ド
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

開
会
後
、
始
め
に
小
野
友
道

会
長
が
「
本
日
、
久
し
ぶ
り
に

中
国
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
お

招
き
し
て
の
祝
賀
会
を
開
催
で

き
、
た
い
へ
ん
感
激
し
て
い
る
。

ご
参
加
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し

上
げ
、
ま
た
、
ご
出
席
で
き
な

か
っ
た
皆
様
に
も
協
賛
金
な
ど

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
な
ど
様
々
な
影
響
で
思
う

よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い
時
期

が
続
い
た
が
、
こ
の
春
節
祝
賀

会
を
機
に
、
民
間
交
流
を
発
展

さ
せ
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知

事
祝
辞
（
植
田
康
之
県
国
際
課

長
補
佐
代
読
）
、
大
西
一
史
熊

本
市
長
祝
辞
（
深
水
政
彦
副
市

長
代
読
）
が
あ
り
、
前
任
者
が

離
任
し
、
後
任
が
ま
だ
赴
任
し

て
き
て
い
な
い
駐
福
岡
総
領
事

館
の
成
岩
代
理
総
領
事
か
ら
届

い
た
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

佐
々
木
龍
児
理
事
が
代
読
し
ま

し
た
。
（
次
頁
に
続
く
）
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祝賀会会場の屋上で熊本城をバックに記念撮影

小野友道会長

城
見
櫓
５
階
の
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
祝
賀
会

大西熊本市長代理の
深水政彦熊本市副市長

蒲
島
県
知
事
の
祝
辞
を

代
読
す
る
植
田
康
之
県

国
際
課
長
補
佐



来
賓
紹
介
や
祝
電
披
露
の
後
、

小
杉
直
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

乾
杯
後
ま
も
な
く
、
に
ぎ
や

か
な
音
楽
と
と
も
に
華
や
か
な

衣
装
を
ま
と
っ
た
変
面
師
が
登

場
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ス

タ
ー
ト
。
変
面
（
へ
ん
め
ん
）

と
は
、
演
技
者
が
手
や
傘
な
ど

を
顔
に
か
ざ
し
た
瞬
間
、
次
々

と
顔
の
お
面
（
マ
ス
ク
）
が
変

わ
っ
て
い
く
中
国
の
伝
統
芸
能

で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
顔
が

変
わ
る
の
で
す
が
、
す
ぐ
近
く

で
見
て
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か

り
ま
せ
ん
。
参
加
者
た
ち
は
時

折
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

演
技
の
終
盤
、
変
面
師
が
留

学
生
の
手
を
取
り
、
手
の
甲
に

キ
ス
を
す
る
し
ぐ
さ
を
し
た
と

思
っ
た
ら
、
パ
ッ
と
お
面
が
無

く
な
り
素
顔
が
あ
ら
わ
に
。
そ

の
方
は
何
と
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
歌
の
ご
披
露
を
い
た
だ
い
た

鄭
書
偉
さ
ん
で
し
た
。
手
を
取

ら
れ
て
い
た
留
学
生
に
も
分
か

ら
な
い
早
業
で
、
驚
き
と
演
技

の
素
晴
ら
し
さ
に
、
会
場
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
終
わ
る

と
、
会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
が
オ
ー
プ
ン
。
大
き
な
ガ

ラ
ス
越
し
に
見
え
る
熊
本
城
を

囲
む
緑
の
素
晴
ら
し
い
景
色
に

は
留
学
生
も
大
喜
び
。
当
日
は

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
美
し
い
熊

本
城
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
は
窓
に
近
づ
い
て
写
真

を
撮
っ
た
り
、
景
色
を
眺
め
な

が
ら
談
笑
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
熊
本

産
の
食
材
や
郷
土
料
理
を
と
り

い
れ
た
和
食
。
留
学
生
の
た
め

に
中
国
語
の
メ
ニ
ュ
ー
表
も
用

意
し
ま
し
た
。
馬
刺
が
苦
手
な

留
学
生
が
い
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

「
美
味
し
い
美
味
し
い
」
と
食

べ
て
い
ま
し
た
。

留
学
生
の
席
は
片
寄
ら
な
い

よ
う
に
、
く
じ
引
き
で
各
テ
ー

ブ
ル
に
分
散
し
て
配
置
。
初
め

は
緊
張
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た

留
学
生
達
も
、
食
事
が
進
む
に

つ
れ
て
近
く
の
席
の
会
員
ら
と

の
会
話
も
弾
み
、
カ
タ
コ
ト
の

日
本
語
や
中
国
語
も
飛
び
交
い

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
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オープニングで歌を
披露する鄭書偉さん

会場内を動き周りながら
の変面パフォーマンス

素
晴
ら
し
い
景
色
が
望
め
る
会
場

小杉直顧問の音頭で乾杯

留
学
生
も
、
近
く
の
席
の
方
も

鄭
さ
ん
の
早
業
に
び
っ
く
り

華やかな衣装で登場した変面師



食
事
が
ひ
と
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
、
留
学
生
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
。

司
会
の
中
国
語
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
、
熊
本
華
僑
華
人
総
会
事

務
局
の
周
燕
（シ
ュ
ウ
エ
ン
）さ
ん

に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
留
学
生

全
員
に
少
し
ず
つ
前
に
出
て
自

己
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
日

本
に
来
た
ば
か
り
で
、
中
国
語
で

あ
い
さ
つ
し
た
留
学
生
も
い
ま
し

た
が
、
殆
ど
の
方
は
、
流
暢
な
日

本
語
で
一
生
懸
命
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ

ん
も
、
仲
良
く
な
っ
た
留
学
生
の

発
言
を
ニ
コ
ニ
コ
と
聞
き
な
が
ら

拍
手
や
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
留
学
生
を
代
表
し

て
熊
本
地
区
中
国
学
友
会
会
長

の
戴
志
鴻
（タ
イ
シ
コ
ウ
）さ
ん
の

謝
辞
が
あ
り
、
小
山
和
作
理
事

の
閉
会
の
辞
で
祝
賀
会
は
終
了
。

そ
の
後
、
城
見
櫓
の
屋
上
で
、
記

念
撮
影
を
し
て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

令和６年４月１日
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

熊
本
華
僑
華
人
総
会
、
Ｊ
Ａ

熊
本
中
央
会
、
社
会
医
療
法
人

寿
量
会
、
創
価
学
会
、
崇
城
大

学
、
東
ア
ジ
ア
友
好
熊
本
県
議

会
議
員
連
盟
、
三
角
海
運
株
式

会
社
、
医
療
法
人
伊
東
会
、
熊

本
県
医
師
会
、
株
式
会
社
セ
ル

モ
、
松
木
運
輸
株
式
会
社
、
社

会
福
祉
法
人
愛
隣
園
、
天
草
郡

市
医
師
会
、
荒
尾
市
日
中
友
好

促
進
会
議
、
社
会
医
療
法
人
稲

穂
会
。
小
野
友
道
、
河
野
文
夫
、

北
里
敏
明
、
株
式
会
社
木
村
、

株
式
会
社
九
州
雅
泊
、
九
州
ル
ー

テ
ル
学
院
大
学
、
税
理
士
法
人

近
代
経
営
、
熊
本
経
済
同
友
会
、

熊
本
工
業
専
門
学
校
、
熊
本
第

一
信
用
金
庫
、
熊
本
旅
行
株
式

会
社
、
株
式
会
社
啓
文
社
、
御

所
浦
町
漁
協
、
小
杉
直
、
小
山

和
作
、
佐
藤
義
興
、
社
会
福
祉

法
人
慈
永
会
、
重
光
産
業
株
式

会
社
、
学
校
法
人
尚
絅
学
園
、

城
南
ヘ
ル
ス
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
、

株
式
会
社
杉
養
蜂
園
、
株
式
会

社
テ
レ
ビ
熊
本
、
東
海
大
学
、

西
田
尚
史
、
野
田
毅
、
早
川
英

明
、
林
継
発
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー

マ
ダ
イ
ワ
、
二
子
石
信
介
、
松

合
食
品
株
式
会
社
、
松
崎
幸
子
、

三
浦
一
水

留
学
生
が
一
人
ず
つ
自
己
紹
介

緊張しながらも、流暢な日本
語であいさつ

「
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ

ま
し
た
」
と
謝
辞
を
述
べ
る

熊
本
地
区
中
国
学
友
会
の

戴
志
鴻
会
長

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
中
国
と

仲
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
閉
会

の
辞
を
述
べ
る
小
山
和
作
理
事

周
燕
さ
ん
（
左
）
と
司
会

の
西
村
直
子
さ
ん

司会者が「何を勉強してますか？」
「熊本の好きなところは？」など
インタビュー



中
国
に
は
神
聖
な
場
所
と
し

て
、
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
た

霊
山
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
特
に
名
高
い
聖
山
五

岳
と
仏
教
の
四
大
名
山
を
紹
介

し
ま
す
。

上
海
の
南
、
杭
州
湾
に
浮
か

ぶ
、
数
多
く
の
島
か
ら
な
る
舟

山
群
島
。
起
源
に
は
諸
説
が
あ

り
、
十
世
紀
の
こ
ろ
、
日
本
の

僧
・
慧
鍔
が
帰
り
に
乗
っ
た
船

が
座
礁
し
、
こ
こ
に
た
ど
り
着

き
、
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
説

が
あ
る
。

主
峰
の
仏
頂
山
は
高
さ
二
九

一
㍍
。
島
の
南
端
に
埠
頭
が
あ

り
、
東
回
り
、
西
回
り
の
道
路

が
中
心
の
普
済
寺
ま
で
続
い
て

い
る
。
山
中
に
慧
濟
寺
、
普
済

寺
、
法
雨
寺
な
ど
の
大
寺
院
、

海
沿
い
に
不
肯
去
観
音
院
や
柴

竹
林
な
ど
が
あ
る
。

普
陀
洋
に
突
き
出
た
観
音
跳

に
巨
大
な
南
海
観
音
が
そ
び
え

立
つ
。

観
音
像
は
高
さ
13
ｍ
、
蓮
の

台
が
２
ｍ
。
南
海
観
音
は
ふ
く

よ
か
な
顔
で
慈
悲
に
満
ち
た
瞳

に
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
そ
う
に

な
る
。

四
川
省
の
成
都
の
南
西
に
位

置
す
る
峨
眉
山
。
標
高
三
〇
九

九
㍍
の
万
仏
頂
を
頂
く
四
川
の

名
峰
。
二
世
紀
に
道
教
が
興
さ

れ
た
が
、
明
代
以
降
は
仏
教
が

広
が
り
、
百
七
十
の
寺
が
建
て

ら
れ
た
。
参
詣
や
行
楽
の
人
波

は
絶
え
な
い
。

峨
眉
の
市
街
地
か
ら
麓
の
名

刹
・
報
国
寺
ま
で
六
㌔
余
り
。

登
山
道
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
、

山
頂
の
金
頂
ま
で
は
五
、
六
十

㌔
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
が
完
備
し

て
い
る
の
で
歩
く
こ
と
は
少
な

い
。峨

眉
山
東
側
の
一
〇
二
〇
㍍

の
山
腹
に
あ
る
古
刹
・
万
年
寺

は
千
七
百
年
前
の
建
立
。
頂
上

の
万
仏
頂
に
次
ぐ
三
〇
七
七
㍍

の
金
頂
は
視
界
が
開
け
、
天
気

の
良
い
日
は
ご
来
光
や
「
仏
光
」

と
呼
ば
れ
る
光
の
輪
を
拝
む
こ

と
が
出
来
る
。

＝

終
わ
り

令和６年４月１日
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シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
す
る
「
中
国
の
名
山
」
は

次
の
と
お
り
で
す

嵩
山
（河
南
省
）

恒
山
（山
西
省
）

泰
山
（山
東
省
）

崋
山
（陝
西
省
）

衡
山
（湖
南
省
）

五
台
山
（山
西
省
）

普
陀
山

（杭
州
湾
舟
山
群
島
）

九
華
山
（安
徽
省
）

峨
眉
山
（
四
川
省
）

聖
山
五
岳

仏
教
四
大
名
山

今
に
も
落
ち
そ
う
な
磐
陀
石

線香の煙が湧きたつ普済寺

南海観音

一
年
の
殆
ど
が
霧
で

霞
む
峨
眉
山
の
山
頂

峨眉山入り口

甥
っ
子
が
所
属
す
る
実
業
団

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
リ
ー

グ
戦
応
援
で
、
最
近
、
ち
ょ
く

ち
ょ
く
試
合
が
あ
る
佐
賀
へ
足

を
運
ん
で
い
ま
す
。
▼
佐
賀
県

は
こ
こ
数
年
、
プ
ロ
や
実
業
団

チ
ー
ム
が
絶
好
調
。
今
年
は
国

体
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

総
務
省
出
身
の
知
事
の
大
号
令

の
も
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の

整
備
も
ど
ん
ど
ん
進
み
、
街
の

あ
ち
こ
ち
で
大
き
な
箱
モ
ノ
が

威
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
▼
熊

本
県
に
新
し
い
知
事
が
誕
生
し

ま
し
た
。
九
州
・
山
口
の
県
単

位
で
み
る
と
宮
崎
、
山
口
、
佐

賀
、
鹿
児
島
、
長
崎
、
大
分
に

続
い
て
、
中
央
官
庁
出
身
の
知

事
で
す
。
公
約
で
は
ス
ポ
ー
ツ

王
国
・
熊
本
の
た
め
に
各
種
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
造
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新
知
事

の
手
腕
を
大
い
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
▼
今
号
は
忙
し

く
て
、
取
材
～
編
集
は
事
務
局

に
任
せ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
ご
労
苦
に
深
謝
し
ま

す
。(

木
村
圭) 編

集
後
記


